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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

ⅠⅠⅠⅠ....理念理念理念理念にににに基基基基づくづくづくづく運営運営運営運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介指定基準における
禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解して
おり、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケア
に取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

　県関係の研修会に参加したり、内部研修
により高齢者虐待について学び理解を深
め、言葉がけ、態度など気になる点は注意
するよう努めている。

　今年より介護相談員が月に一度訪問する
ようになったり、介護保険適正化事業の一
環としてケアプラン点検があり、記録でアセ
スメントプランの立案等について指摘をいた
だき、改めて見直しの機会となった。

調整会議のグループホーム部会が市内グループ
ホームの全職員から事前にアンケートをとり話し
あったり、救急救命講習なども行われている。介
護認定の調査もホームで行われ、更新の区分代
行もしている。今年から1ヶ月に1度介護相談員
が来訪している。

　２階建の建物構造から中央部に階段があり、
足腰の弱った入居者にはたいへん危険である。
このため、転落の危険を防止のため階ごとに止
むなく施錠しているが、身体拘束は勿論のこと
施錠等のない介護を心掛けている。

刺激に異常に反応し、視力低下のある利用者に
はベットからの転落防止のため夜だけ柵対応を
している。家族からの承諾を得て「身体拘束に関
する説明書、経過観察記録」なども作成・整備し
ている。構造上2階中央に階段があり転落防止
からも施錠をしているが、利用者の申し込み時や
契約時家族から了承を頂いている。

　今年交流している小学校３学年の子ども
たちが初めての交流だったので、交流前に
認知症やグループホームについて学校に出
向き事前学習として話をした。

　当グループホームの敬老会にあわせて運営
推進会議を開催し、入居者の様子を見ていただ
きながら意見を聞いた。尚、運営推進会議のメ
ンバーは区長、民生児童委員など、おおぜいの
地元の皆さんにお願いしている。

家族、地域住民、区長、市福祉課職員、地域包
括支援センター職員が参加し、利用者の様子の
見学を兼ねて5月の避難訓練時や9月敬老会時
などにも行われる。利用者の介護度、入居期間、
施設の補修整備、グループの現況報告や重度化
などについて双方向的な話し合いが行われてい
る。2ヶ月に1度の開催になるよう心がけている。

　 目に触れやすいリビング内にグループ
ホームの理念を額に入れ貼ることにより、職
員が常に理念を意識するよう努めている。

独自の理念がパンフレットに掲載されており、リ
ビングの見やすい場所にも額に入れ掲げてい
る。改めてこれが理念として取り上げるのではな
く、職員間でも具体的な話を通し確認しあってい
る。例えば言葉遣いも上から目線にならないよう
にその場の雰囲気にあった言葉がけになるよう
にしている。

　夏、区内を練り歩く子どもみこしの休憩所
として接待したり、大人みこしに職員が参加
し、地元区民の皆さんとの交流を深めてい
る。地元区の「ふれあい給食会」に招待され
ていたが、このところ少し間が空いている。

法人の広報誌「栁泉会だより」を区内に回覧して
理解を深めていただいている。職員の中に区民
がいるので区も協力的で交流も盛んに行われて
いる。運動会に参加したり、地区の文化祭には作
品の出品をし、地区のお祭りには神輿担ぎの休
憩場ともなる。近くの小学3年生2クラスとの交
流、中学の体験学習や短大生の研修の受け入
れも行なっている。

(別紙の２)

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

　市内四つのグループホームの職員の交流会
を開き、事前に職員にアンケートをとり、普段、
仕事をするうえで悩んでいること等を出してもら
い、それについて各グループホームでどのよう
に対応しているか等意見交換した。

　法人内での研修に参加、又、月に一度の
職場会でも毎月テーマを決め勉強会を行っ
ている。法人外の研修会についても、可能
な限り参加できるよう勤務の調整を行うよう
に努めている。

職場会が月1回開かれ、全職員で決めたテーマ
の勉強会や全利用者を知るためのカンファレン
スも実施している。法人理事長も出席するので職
場での思いも直接届けることが出来る。組織の
活性化、日常業務改善等の意見・提案を記入す
る「ひらめきノート」を活用したり、「安全衛生委員
会」により職員のための心身の健康対策を行っ
たり、個人面談で介護の目標を定め年2回管理
者と話し合うなど人材の確保にも前向きに取り組
んでいる。

　入居者の重度化等にともない職場環境が変
化しつつあるが、職員が慢性的な体調不良やス
トレスを抱えることがないよう「メンタルヘルス」
等の研修会を開催している。又、「安全衛生委
員会」委員を中心に職場環境の点検を実施して
いる。

　年間をとおして、「ひらめきノート」により、
職場の意見や職員からのアイディアを提案
することが可能な状況にある。又、都合がつ
く限り、月々１回開かれる職場会に法人理
事長（施設長）の出席を求めている。

　入居時にはかなり時間をかけ、入居者や
家族の理解が得られるよう懇切丁寧な説明
に努めている。又、制度の改定時には、家
族や関係者あて個々に文書で説明し、理
解、納得が得られるようお願いしている。

　老人車の故障等入居者からの小さな要望に、
迅速に応えるよう努めるとともに、家族や関係
者からの要望等は、面会時、家族会、運営推進
会議などあらゆる機会をとらえながら聴取する
よう努めているが、なかなか難しい面もある。

10人の利用者が独居からの利用者で3名が成年
後見制度を利用している。家族の来訪も週一度
が多く、何ヶ月も家族の来訪がない利用者もい
る。月に1度請求書と一緒にホーム便りの「弁天
の泉」と個々の様子などを書いたものを家族に送
付している。10月の家族会は「善光寺参り」を兼
ねて行い10家族に参加を頂いた。家族には誕生
日や季節のお花見等にも来ていただくよう声が
けしている。

　現在、３名の入居者が成年後見制度を利
用している。このため、さらに理解を深める
ため、「高齢者の尊厳」、又「成年後見制度」
について、１２月に全スタッフを対象とした内
部研修会を予定している。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

ⅡⅡⅡⅡ....安心安心安心安心とととと信頼信頼信頼信頼にににに向向向向けたけたけたけた関係関係関係関係づくりとづくりとづくりとづくりと支援支援支援支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

　お手伝いをしてもらう際も、気の合う利用者同
士が一緒にしてもらえるよう声掛けをしている。
又、どうしても気が合わずにトラブルが予測され
る場合は、少し距離を置くなどトラブルを未然に
防止するよう努めている。

　毎月、利用料の請求書を送付する際、グルー
プホーム全体的なお便りに加え、利用者一人ひ
とりの受診の結果や一ヶ月の様子をお便りにし
て送付し、遠方の家族にも、できるだけ本人の
様子を理解してもらうようにした。

　今まで長い間通っていた美容院に連れて
行くと、馴染みの美容師さんと昔話など懐か
しい話をしたり、入居前に住んでいた同じ地
域の皆さんとの交流の時に、知り合いの方
と会えてたいへん喜んでいる。

独居からの利用者には高校時代の友達が2週間
に1度来訪し衣類の点検などをしている。馴染み
の美容院へ職員と出かける利用者もいる。利用
者の中には地元地区の方がおられ、お神輿の時
楽しく話されている。お盆やお正月に家に帰る利
用者もいる。

　入居申し込みの段階で本人の状況を聞
き、専門医の受診や治療が必要と思われる
場合は、専門医の紹介併せてどのように受
診するかについても詳しく説明するよう努め
ている。

　洗濯物たたみ、掃除、食事の準備、片付けな
ど利用者のできることを見極めながら一緒に行
うようにし、終わった後に必ず感謝の言葉を伝
えるようにしている。出来る限り本人のペースで
生活してもらうよう心がけている。

　入居予定の段階で、管理者が家族や居宅ケ
アマネージャーからできるだけ詳細に本人の様
子を聞くようにしている。又、本人とも面接し、状
況把握はもちりん困っていることや不安に思っ
ていることなどを聞き、入居後のケアサービスに
繋げるようにしている。

　入居前に家族からこれまでの経緯や本人の状
態、困っていること、不安なこと、要望等を聞き、
その情報を職員全員が共有したうえで介護に当
たるよう努めている。
　入居後も家族が来訪した際は、利用者の状況
を報告したり要望を聞くよう努めている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

ⅢⅢⅢⅢ．．．．そのそのそのその人人人人らしいらしいらしいらしい暮暮暮暮らしをらしをらしをらしを続続続続けるためのけるためのけるためのけるためのケアマネジメントケアマネジメントケアマネジメントケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

　カードインデックスを利用し、職員全員がケア内容を
共有できるようにしている。記録は色分けして記入す
るとともに、利用者の状態の変化は特に詳しく記入し、
必要な情報を共有できるようにしている。
　又、朝夕の業務申し送りの際にも、職員間でアイディ
アを出し合い実践するように努めている。

　利用者本人のその時々の状態により、当
グループホームでの対応を継続すべきか否
か、担当医師、家族等と相談しながら、利用
者本人にとっていちばんいいケアサービス
が受けられるよう対応している。

　入居者一人ひとりのその日の機嫌や検温
により身体状況を把握し、状況によりおい手
伝いをお願いしたり、無理強いしないよう的
確に判断するようにしている。

　９月に介護保険適正化事業の一環としてケア
プラン点検があり、アセスメントの等の用紙の改
善を行い、より具体的に本人の希望が反映され
るよう、職員の意見やアイディアを取り入れ介護
計画を作成するように改めた。

利用者や家族、利用前に関わったケアマネ
ジャー、市担当窓口、地域包括支援センター職
員、後見人等から「基本情報」や「認知症に気づ
いてからの状況」などを聴き、職場会での意見も
取り入れ計画作成者によって介護計画が作成さ
れている。見直しは利用者によって3ヶ月毎、6ヶ
月毎に行われているが状態に変化があれば作り
変えている。

　軽度の入居者に対しては希望や要望を直接
聞き、要望記録により全員が把握できるように
し、対応するようにしている。重度の入居者に対
しても、表情や行動により本人の要望を理解す
るように努めている。又、専門医からケアについ
てアドバイスをもらうとともに、職員全員が情報
を共有し本人に合った支援ができるよう努めて
いる。

多くの利用者は思いを表出することが出来る。
「この色のコップが良い」、「布団がマットからずれ
ている」、「便座が冷たい」、「飴がほしい」、「雑誌
を買って欲しい」など職員に直接話している。ま
た、お風呂に入った時や居室への誘導などで1対
1になった時、思いを表出する利用者もいる。言
葉を表出できない利用者は嫌な時には表情や大
きな声で拒むので、職員も理解できている。

　入居前に家族や担当ケアマネージャーから、
可能な限り多くの情報を提供してもらうよう努
め、施設からの入居者については、施設での生
活の様子などを詳細に聞くようにしている。入居
後も家族などからのさまざまな本人情報を全職
員が共有するよう努めている。

　退居後老健に移った方を時々面会に行っ
たり、ご家族に状況を伺い相談にのったり、
今までかかっていた主治医に相談するなど
支援を行った。
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グループホーム栁橋・ユニット１

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくり
を行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

　毎年２回の消防訓練及び情報伝達訓練を実
施し非常時に備えている。避難訓練時は、消防
署職員並びに消防設備会社の社員に依頼し、
火災通報装置や消火器の操作訓練を実施して
いる。又、近隣の皆さんに協力していただき、入
居者の避難誘導のお手伝いをお願いしている。

年2回、5月、11月に行われている。5月には消防
署員参加の下、避難訓練と消火器の操作訓練が
実施された。消防署から反省点として利用者全
員と2階利用者の避難方法、夜間火災を想定し
た避難訓練などが上がり、今後の訓練の足がか
りを得たという。スプリンクラー、自動火災報知
機、消火器も設置されている。食料品他の備蓄も
されている。地区の区長と相談しホームを地区の
避難場所として使用していただくことも考えてい
る。

今後、夜間の火災を想定し、2階利用者
の非常階段からの避難についても行って
いただくことを希望したい。

　「重度化した場合における対応にかかわる指
針」を策定し、入居時家族に説明している。
　又、重度化した場合、主治医、看護師、家族の
治療方針の情報を職員も共有し、入居者の状
態に応じた介護サービスが提供できるよう努め
ている。家族との面談により状況を説明し、署名
をいただくよう面談記録を改善した。

利用開始時、家族に「重度化した場合における
対応に関わる指針」を説明している。利用者が重
度化した場合、「現在の状況、食事、移動、入
浴、排泄、家族の意見、今後の対応と方向性」を
記録し、家族の承諾も得てギリギリまで食事も
し、歩けなくなった利用者にも出来るだけ歩くよう
に促している。病院へ移った後はわずかな日に
ちで最期を迎えているという。

　毎年２回小諸市グループホーム部会が主
催し、救急救命講習を小諸消防署で実施し
ている。又、毎月行っている、グループホー
ムの内部研修でも緊急時の対応について学
習会を行った。

　利用者の多少の変化についても介護職員から
看護師に報告があり、その都度対応している。
　又、医療機関への受診が必要な場合は受診
を支援している。

　入院時にはグループホームでの生活を「情報提供
書」により医療機関に詳しく伝え、環境の変化によるダ
メージが少ないよう対応している。又、入院中も的確な
状態把握により早期退院に向け支援している。
　同法人内の診療所に入院する場合が多く、病状の
把握や主治医の意見聴取がしやすいが、他の医療機
関の場合は「認知症」のため対応が難しい場合があ
る。

　地域の小学校の音楽会や運動会、中学校
の文化祭などに招待していただき参加して
いる。グループホームの敬老会には、地域
の踊りの会の皆さんに来ていただいたり、今
年は家族会で善光寺への小旅行に出かけ
た。

　かかりつけ医の受診には必ず看護師が付き
添い、状態を報告するようにしている。又、本人
の状態により専門医の受診が必要な場合は家
族に相談し受診を勧め、身体的に重度化した場
合も、今後について医師より説明していただき
理解してもらうよう支援している。

かかりつけ医の受診には看護師である管理者が
付き添い、受診結果は「受診記録」として残し、家
族には毎月の請求書と一緒に「報告書」を送って
いる。法人理事長が医師であるので、急変時や
軽い怪我の応急処置をしていただいている。歯
科医も月1回診察に来訪している。口腔ケアも実
施している。
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グループホーム栁橋・ユニット１

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

ⅣⅣⅣⅣ．．．．そのそのそのその人人人人らしいらしいらしいらしい暮暮暮暮らしをらしをらしをらしを続続続続けるためのけるためのけるためのけるための日日日日々々々々のののの支援支援支援支援　　　　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応
じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている

　食事摂取量のほか水分摂取のチェック表もつけ加
え、適正な水分が摂れるよう気をつけている。
　入浴後は必ず水分を摂るよう促し、なかなか応じな
い利用者には、トロメリンでゼリー状にし摂取するよう
にしたり、他の利用者より大きめの湯呑みにして、じゅ
うぶんな水分量が摂れるように工夫している。

　今年から訪問歯科の先生が来所し、月に
１回診察、口腔ケアを実施している。、一人
ひとりに合った口腔ケアの方法をアドバイス
していただいたことを職員にも周知し、毎食
後の口腔ケアに活かせるようにしている。

　レクリエーションで外出する際は、普段より
少しお洒落をしたり女性にはお化粧のお手
伝いをしている。男性には毎日、ひげそりの
支援をしている。理容はグループホームに
出張していただきカットしている。

　野菜の下ごしらえをしてもらったり、台拭きや
お箸配りなど食事の準備に関わり、食後の食器
洗い等も手伝っている。又、食事中は音楽を流
し落ち着いて食事が摂れるよう配慮するととも
に楽しい会話ができるよう心がけている。認知
症の状態により利用者に合った食器を用意し、
食べやすいよう配慮している。

食事形態は利用者に合わせ対応している。利用
者が持って食べられるよう軽い茶碗にしたり、目
の悪い利用者には黒い茶碗に白い御飯を盛った
り、また食事量の少ない利用者には小さめのお
皿に盛り「たくさん食べられましたね！」と声がけ
するなど工夫をしている。利用者はゴマや長いも
をすり鉢ですったり、もやしの芽とり、干し柿づく
り、食後のお盆ふきなど力量に応じてお手伝いを
している。

　重度の利用者に対しては、一日の生活の中で
本人の言動や表情から何を要望しているかを推
測し、それに添うよう努めている。又、軽度の利
用者に対しては会話の中から本人の希望や思
いを引き出すような声かけに心がけ、できるだ
け本人の希望に添うようにしている。

　食事や入浴の時間は予め決めてしまって
いるが、お手伝いやレクリエーションなどは
声かけに応じない場合は、無理強いをしな
いで利用者の自由にするようにしている。

　法人全体で毎月１回「接遇委員会」を開催し、
各部署で言葉づかいについて目標を立て実施
している。又、認知症が比較的軽度の場合は、
職員同士の会話を理解できる利用者もいるの
で、十分注意するよう心がけている。

毎月1回法人全体の「接遇委員会」が開かれ言
葉づかいの大切さについて職員は理解し実践に
心がけている。利用者には苗字に「〇〇さん」で
お呼びしている。利用者の要望で名前をお呼び
する方もいる。利用者の近くでの申し送りの場合
は名前を伏せるように配慮している。
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グループホーム栁橋・ユニット１

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

　昨年、南庭に遊歩道が完成し、天気のい
い日には散歩を楽しんだりブルーべりーを
採ったりしている。又、本人の希望で、馴染
みの美容院に出かけたり、「家族会」では、
入居者全員、家族と善光寺へ小旅行を計画
した。

自力、杖、シルバーカー、車椅子、手引きなど、
利用者の力量でお天気がよければ遊歩道を散
歩している。近くにあるワイン会社のお祭りに体
験学習の中学生と出かけたこともある。イチゴ狩
り、花見などの行事外出、秋には研修の短期大
学生との紅葉狩りの計画もある。

　看護師が医師の処方と指示のもと、薬についての
じゅうぶんな説明をするとともに、内服薬は必ず利用
者の氏名と確実に内服したか否かを確認し、誤りがな
いようチェック表を作成し管理している。
　又、内服薬は毎食後ごとに違う色で線をつけ、その
色ごとにケースに入れ間違いのないようにしている。

　入居者の生活歴の中から趣味や好きなこ
との把握に努めている。花の好きな入居者
が多く、いっしょに寄せ植えを作ったり居室
前の花壇に花を植えたりしている。又、毎
日、塗り絵を楽しんでいる入居者もいる。

　入浴の曜日や時間は決めてしまっているが、できる
だけゆっくりと入浴してもらうよう心がけている。入浴前
に拒否がある利用者も声掛けに工夫やタイミングを計
りながら入浴してもらうようにしている。
　又、拒否の強い利用者は、主治医の指示をいただき
入浴日のみ抗精神病薬を内服していただいている。

毎日入浴出来るが女性と男性の曜日を分けて入
浴するようにし少なくとも週2回入浴出来るように
している。入浴を拒む利用者にはタイミングをみ
て声をかけたり、お気に入りの職員の声がけなど
で対応している。ゆず湯や入浴剤も使用してい
る。娘さんとの外泊時、温泉へ出かける利用者も
いる。

　入居前の生活習慣をできるだけ詳しく聞き
取り、入眠の時間や午睡も本人の状況に合
わせるようにしている。その日の体調により
休息を促し、休んでもらうようにしている。

　重度の利用者でもズボンに手をやる、落着き
がないなどの行動を確認しながらトイレ誘導を
するようにしている。
　軽度の利用者で自立している場合も、できる
だけ確認するようにしている。身体的に重度な
利用者の場合も可能な限りトイレで排泄するよ
う支援している。

自立に近い利用者は布パンツにパットで、一部
介助や全介助の利用者もリハビリパンツにパット
や尿とりパットで職員が確認するようにしている。
ポータブルを使用する方もいる。人前での失敗に
は出来るだけ周りに気づかれないよう職員もあ
わてずに静かに対処するよう心がけている。

　一ヶ月間の排便表を作成し排便の間隔を把握
することにより、便秘傾向の利用者には運動を
促したり水分を多めに摂ってもらうなど対応して
いる。利用者によって改善しない場合は、下剤
を服用するなどしながらそれぞれの状態に合っ
た対応をしている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

　排泄がある程度自立している利用者が、トイレの場
所が分かるように「お便所」と大きく貼り紙をしている。
　又、居室入り口に木彫りの表札を下げ、自分の居室
が分かるようにしているが、他所の居室に入ってしまう
利用者がいるため、入口の引き戸に氏名を大きく書い
て貼り、本人が確認できるように工夫している。

　ソファーをいくつか置くことで、利用者がそれぞ
れ気に入った場所に座って外の景色を眺めた
り、他の利用者の様子を見ている。
　又、利用者同士でトラブルがあった時などは、
席を移動する等の配慮をするようにしている。

　利用者の状態により、いろいろな物を置いたり
飾れない利用者もいるが、できるだけ写真や本
人が作った塗り絵を飾るようにしている。
　写真を飾ることを嫌う利用者もいるが、一人ひ
とりに配慮をするよう心がけている。

各居室の入り口には木で作られた立派な名札が
掛けられている。利用者の居室は南側にあり、小
諸の市街地や里山が一望できる。間取りは8.5畳
と広く、パネルヒーターの暖房も備わっている。
ベットや箪笥はホームで用意されているので小
ケースを持参し整理整頓された居室が見られ
た。家族の写真やお気に入りの人形を置いた居
室も見られ、入居者に合わせた独自の居室づくり
がされている。

　本人から家に電話をかけたいと訴えの
あった時は、番号も憶えており、かけるよう
にしている。又、利用料の請求書を送付す
る際、一人ひとりの様子を手紙にして毎月
送っている。時々写真もいっしょに送るよう
に心がけている。

　リビングは季節を感じてもらうよういろいろな飾
りを工夫したり、コタツを使用している。
　室内の温度や湿度に気をつけ、加湿器を使っ
たりバスタオルを湿らせるなどの工夫をしてい
る。
　テレビを見ていても、外からの光で見えにくい
こともあるのでカーテンを閉めるなどしている。

ホームは南に面したゆるやかな丘陵にあり、居
間からは小諸の市街地や里山が一望でき四季
の移ろいも自然に目にすることが出来る。柔らか
な秋の日射しが射し込み、懐かしい歌「平城山」
などが流れ、昼食後ソファーやイスで利用者もく
つろぎ、ゆっくりとした時を過ごしていた。

　本人がお金を所持している入居者もおり、
いっしょにジュースを買いに行ったり、毎月
今まで読んでいた月刊誌を購入する支払い
にしている
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